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１ 学習方法  

 学習の基本は「教科書」です！！！教科書を中心に学習を進めましょう。 

① 教科書の最初に載っている   の内容を確認します（その章の学習課題です）。 

 

② 「課題」に対する「答え」を、授業での実験・観察を通して導き出していきます。 

③  新しく学習した内容を“重要用語”とともにまとめていきます。 

④ ワークやプリント等を利用して、知識の定着を目指します。 

 

２ ポイント  

☆ 理科の重要語句（教科書の太字）は確実に知っておこう。 

まず、重要語句の定着のために復習を繰り返し行いましょう。基礎・基本がとても大切です。

また語句だけを覚えるのでなく、例えば「上方置換は何？」といったように説明できるとさ

らに理解が深まります。 

☆ 実験や観察の方法・注意点をまとめてみよう。 

教科書にある実験や観察のやり方は、自分なりにまとめてみると理解が深まります。それぞれ

の授業でスムーズに実験や観察を行うための準備として予習しておくといいです。 
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３ 評価の観点と方法 （例）気体の発生と性質 

評価の観点と趣旨 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 
主体的に学習に 

取り組む態度 

 身のまわりの物質の性

質や変化に着目しながら，

気体の発生と性質につい

ての基本的な概念や原理

・法則などを理解している

とともに，科学的に探究す

るために必要な観察， 実

験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技

能を身に付けている。 

 気体の発生と性質につい

て，問題を見いだし見通し

をもって観察，実験などを

行い，物質の性質における

規則性を見いだして表現し

ているなど，科学的に探究

している。 

 気体の発生と性質に関

する事物・現象に進んで

関わり，見通しをもった

り振り返ったりするな

ど，科学的に探究しよう

としている。 

評価方法 

定期テスト 

小テスト 

授業中の発問に対する解答

  

定期テスト 

レポートやワークシート 

授業中の発問に対する解答 

話し合い活動の様子 

授業態度・提出物 

レポートやワークシート 

 

４ 授業の受け方・ポイント 

○ 課題解決に向けて積極的に活動を行おう。 

  理科は単元・章・項ごとにそれぞれの課題があります。課題解決に向けて実験や観察による結果

から情報を集め、しっかりと考察していくことが大切です。特に実験や観察での気付きは班ごと

で話し合いながら共有することで、さらに充実した授業になります。「なぜ？」「どうして？」

を大切に、積極的に活動を行っていくことが理科に対する興味関心を高めることにつながります。 

 

５ 家庭学習 

☆ワークで問題演習を行い、定期的に復習する習慣を身に付けよう。 

ワークは定期テスト前に行うのではなく、コツコツと復習する習慣を身に付けると自分の力が着

実に伸びていきます。授業を受けてみて自分がどこまでの理解ができているかの確認にもなりま

す。もちろん授業の中でもワークは扱います。「計算問題」や「文章問題」等の発展的な学習に

もぜひ挑戦してみましょう。 

☆「一問一答」プリントで重要語句をしっかり確認しよう。 

                   定期的に一問一答プリントを配布します。 

                   教科書にある重要語句を中心とした問題です。 

                   １枚で折り曲げると３回できます。 

                   何度もくり返し行うことで力を伸ばせます。 

                   単元の復習にもとても効果的です。 

                   どんどんチャレンジして満点を目指しましょう！ 
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